
報 告 書 

 
 平成14年10月29日  企画財政部 

 

件名 突哨山整備に関わる説明会 

 

日時 平成14年10月28日 18:00〜20:00 

 

場所 ときわ市民ホール・303研修室 

 

出席者 別添のとおり  

    平成13年度突哨山自然環境保全懇話会委員 14名  

    市関係者 事務局             3名 

    関係部局                 3名(オブザーバー参加)  

    計                   20名 

 

打合せの内容・結果 

○説明事項1及び2について説明 

 

○意見交換 

 [仮設トイレについて] 

・今年度はゴールデンウィークの10日間の設置であったが、突哨山には通年通じて利

用 者がおり、通年での設置を検討して欲しい。 

→冬期間の設置は管理上難しいと考えている。4月から10月までの設置を検討する。  

 

・懇話会では駐車場に設置するとのことだった。どこに置く考えか?  

 →今年度、仮設駐車場の旭川側(看板の裏)に置いた。設置期間中利用者に聞いたが、

周囲の道路から丸見えで使いづらいとの意見もあった。本来は散策路の入り 口が利用

しやすいが、適当なスペースが無く難しい。 

・トイレ1カ所であれば、案内板にトイレ位置を表示した方がよい。  

・日常的な管理もお願いしたい。 

 

[看板類について] 

 案内看板(B)について 

・デザインについては、専門的なところにおねがいしてはどうか。 
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・堀川さんにもアイデアを出していただいたらどうか。 

・刑務所横の散策路入口には駐車場もなく、散策路の入口を示す看板は設置しない方が

良いのではないか。(路上駐車を招くことにもなる)。  

・散策路や帰りのコースを示すことにもなり、案内看板として設置するのは構わないの

ではないか。  

・刑務所横の入口に駐車場を設置する考えは? 市道から入ったところ(元パストラル柵 

の手前)に適当な空き地がある。 

 →現在、刑務所横の入口部分は、公有地と公道の間に民地と国有地がある。国有地内

の通路は狭く、市道入口附近では伐採し、土地の造成をなければ確保できない。 

・刑務所横から出た場合、駐車場までのルートを示した方がよい。 

 

[標識(C)について]  

・幹線以外の散策路の表示なども将来的には必要ではないか。 

・刑務所横から上がり二股のところにも必要ではないか。 

・ もう少し数を増やし、距離を入れるなど親切な方が良い。 

・ 稜線から旧旭川温泉に向かう散策路の二股にも標識があった方が良いのではない

か。 

・人工林(植林地)に入っていくとき、その先が不安になる。手前にその先がわかるよ 

うな表示があったら良い。 

・ 男山公園との通路はどうするのか? 

 →公有地周辺には民地があり、公共としては民地を横断するような誘導はできない。 

現在、用地確定測量を実施し、周囲の土地の関係も調査している。 男山公園と公有地

部分は民地で分断されているが、現状でも往来があり、土地使用 を承諾頂くなどの対

応が望ましいと考えている。 当面は、権利関係に支障のない部分(国道横入口、刑務所

横入口)に限定し案内し たいと考えている。 標識や案内看板については、権利関係の

整理や一般の利用者の需要なども考慮し、 将来的に状況に応じた対応(看板設置、書換

え)で良いと考えている。 

 

※ 駐車場の看板(A)、車止め(D)、国道設置の案内標識(E)については意見無し。 

 特に駐車場、案内標識などは突哨山全体を示す“突哨山”標記とすることで了。 

 

[名称及び名称に関わる案内看板の内容について]  

・突哨山の経過を踏まえて名称を考える必要がある。 

・“かたくり”の名称を使えないか。  

・案の中から小学生に決めてもらうのは良いが、最終的には突哨山の経過や状況を十分

に承知している中で決定する必要があるのではないか。 



・小学生などの投票では、多い名前に決定しなければならない。それ以外では決定理由

の説明が必要。 

・賞品を期待するのではないか。 

・突哨山で良いのではないか。全国的にも突哨山で通っている。(意見多数)  

・案内には、旭川市と比布町で取得した経過や名前の由来なども表示した方が良い。 

・案内板の文案は、良いのでは。 

・名称は“突哨山”とし、副題的なものを付けてはどうか。 

・市がデザインや内容を検討して、もう1度集まり検討してはどうか? 

 →了解した。国道や駐車場に付ける案内標識の表記は“突哨山”とする。案内板など

に 付ける副題的なものや、看板のデザインなどを検討し、再度説明する。あまり時間

を 置かないで次回を開催したい。その間個別にご相談もしたいと考えているのでよろ

しくお願いしたい。 

 

以上 

 

 

出席者名簿 H.14.10.28 

 
平成13年度突哨山自然環境保全懇話会委員(敬称略) 

 

石川悦子   石川信夫  岡本賢二  鎌田明徳 

鎌田巌    塩田惇   橘ヒサ子  出羽寛 

土井美千代  舟橋健     堀川真.    吉田精司 

佐藤充代（比布町企画商工課長）     問谷雅博(旭川市企画財政部次長) 

 

以上14名 

 

旭川市  

企画財政部    主幹 今野浩明 

         主査 菅野直行 

         事吏 宮川浩一 

環境部環境政策課  係長 津村利幸 

土木部土木管理課  主査  安田稔 

土木部水みどり公園課 主査 細谷牧 

           技吏 齋藤公宏 

 

以上 

 


